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シンポジウム

「コンピュータ民族学への道」

日時　昭和５９年９月１６日 （日）－２３日 （日）

場所　国立民族学博物館，東洋紡績総合研究

　　　所求是荘

摘要　国立民族学博物館では，コンピュータ

　システムを導入し，人文科学の一分野であ

　る民族学にコンピュータを積極的に活用す

　ることを試みてきた。その中の 「コンピュ

　ータ民族学」部門では，民族学と計算機科

　学とを融合させた新しい研究分野の確立を

　めざしている。

　　このシンポジウムは，次のような趣旨の

　もとにひらかれた。まず，コンピュータ民

　族学の現状と成果を諸外国の研究者に紹介

　すること。次に，関連する入文科学分野に

　おけるコンピュータ利用上の問題点につい

　て討論し，今後の国際協力の基礎を作るこ

　と。第３に，コンピュータ民族学が歩むべ

　き方向を明らかにすること。

組織委員会

　委員長

　　梅棹　忠夫　国立民族学博物館長

　委　員

　　竹村　卓二　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　　部長

　　佐々木高明　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　　部長

　　伊藤　幹治　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　　部長

　　加藤　九詐　国立民族学博物館第四研究

　　　　　　　　部長

　　岩田　慶治　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　　部長

　　秦 明夫 国立民族学博物館管理部長

実行委員会

　委員長

　　杉田　繁治　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　　部助教授

　委　員

　　栗田　靖之　国立民族学博物館第二研究
　　　　　　　　部助教授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　９１５



　　秋道　智彌　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　　部助手

　　大森　康宏　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　　部助手

　　久保　正敏　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　　部助手

　　山本　泰則　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　　部助手

　　磯村　　紘　国立民族学博物館管理部庶

　　　　　　　　務課長

　　湯浅　叡子　財団法人千里文化財団専務

　　　　　　　　理事

　　宇治日出二郎　財団法入千里文化財団事
　　　　　　　　業部長

参加者

　Ｌｏｕｉｓ　Ｄ，　Ｂｕｒｎａｒｄ　オークスフォード大学

　　　　　　　　　　 （連合王国）

Ｊｏｓｔｅｉｎ　Ｈ．　Ｈａｕｇｅ　人文科学データセンタ

　　　　　　　　　　ー （ノルウェー）

　Ｊｏｓｅｐｈ　Ｒａｂｅｎ　　 パラダイム　プレス

　　　　　　　　　　 （前ニューヨーク　ク

　　　　　　　　　　ィーンズ　カレッジ）

　　　　　　　　　　 （アメリカ合衆国）

　Ｂｕｒｇｈａｒｄ　Ｂ・Ｒｉｅｇｅｒドイツ技術大学 （西ド

　　　　　　　　　　イツ）

　江ロ　ー久　国立民族学博物館第三研究部

　　　　　　　助教授

　八村廣三郎　京都大学情報処理教育センタ

　　　　　　　ー助教授

　久保　正敏　国立民族学博物館第五研究部

　　　　　　　助手

　杉田　繁治　国立民族学博物館第五研究部

　　　　　　　助教授

　山本　泰則　国立民族学博物館第五研究部

　　　　　　　助手

日　程

９月１６日（日）　（千里阪急ホテル）

　　　受付

９月１７日（月）　（国立、民族学博物館）

　　　国立民族学博物館見学

　　　開会式

　　　第１セッシ・ン　 （司会　岩田）

　　　　　　民族学研究におけるコンピュー

９１６

　　　　 国立民族学博物館研究報告　　９巻４号

　　　　　 ター 道具お よ び 対象 と して

　　　　　 　 （杉田繁 治）

　　　　　 　コンピュータ民族学一人文科学

　　　　　 か らの視点 （Ｊｏｓｅｐｈ　Ｒａｂｅｎ）

９月１８日（火）　 （国立民族学博物館）

　　 第 ２セ ッシ ・ン　 （司会　Ｈａｕｇｅ）

　　　　　 人文科学 における画像処理 とコ

　　　　　 　ピュータ ・グラフィ ックス （八

　　　　　 村廣三郎）

　　 第 ３セ ッシ ・ン　 （司会　杉田）

　　　　　 共同討議 ：日本の人文科学 にお

　　　　　 けるコンピュータ利用 の現状 と

　　　　　 展望

９，月１９日（水）　 （国立民族学博物館）

　　　第 ４セ ッシ ・ン　 （司会 　Ｒｉｅｇｅｒ）

　　　　　 民族学研究 における映像情報検

　　　　　 索 システム （久保正敏）

　　 松下電器茨木工場見学

９月２０日（木）

　　 松下電器門真工場 見学

　　　京都 観光

９月２１日（金 ）　 （求是荘）

　　　第 ５セ ッシ ョン　 （司会 Ｂｕｒｎａｒｄ）

　　　　　 　フ ィール ドワーカーとコンピュ

　　　　　 　ター エ ンドユーザか らみたコ

　　　　　 　ンピュタ民族学 （江ロー久）

　　　第 ６セ ッシ ・ン　 （司会　久保）

　　　　　 知識 ベースかデータベースか ？

　　　　　 一 民族学 におけるコンピュー

　　　　　 　タの応用 （Ｌｏｕｉｓ　Ｄ．　Ｂｕｍａｒｄ）

　　　第 ７セ ッシ ・ン　 （司会　山本）

　　　　　 　知識表現か ら見た コンピュータ

　　　　　 　言語学 と文字情報処理一 その

　　　　　 　発展 ・現状 ・将来像 （Ｂｕｒｇｈａｒｄ

　　　　　 　Ｂ・Ｒｉｅｇｅｒ）

９月２２日（土）　 （求是荘）

　　　第 ８セ ッシ ・ン　 （司会　八村）

　　　　　 　ノルウェーの人文科学 におけ る

　　　　　 　コンピュータ利用一 その過去

　　　　　 　と未来の展望 （Ｊｏｓｔｅｉｎ　Ｈ．　Ｈａｕｇｅ）

　　　第 ９セ ッシ ョン　 （司会 Ｂｕｒｎａｒｄ）

　　　　　 　民族学者 とプログラ ミング （山
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　　　　　　本泰則）　　　　　　　　　　　　　　　　　 閉会式

　　　第１０セ ッシ ョン　 （司会　Ｒａｂｅｎ）　　　　　 ９月２３日（日）　 （ホテル　 レークビワ）

　　　　　　総括討論　　　 　　　　　　　　　　 　　　ビジネス ミーテ ィング

海外における研究 ・調査 ・収集活動

　氏 名 官 職 　 　出 発 　帰 国 　　 行 先

庄司　博史 　助　手 （第 ３研究部）　 ５９． ７・ １　　 ５９・ ８． ４　 　　 デ ンマーク，フ ィンラン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ド

長野　泰彦 　助　手 （第 １研究部）　 ５９・ ７・ １　　 ５９・ ８・３０　　 ネパ ール

杉本　尚次　教　授 （第 ４研究部）　 ５９・ ７・ ３　 　 ５９・ ９・ ５　　 　西 ドイッ，連合王国， ス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イス， オース トリア， ア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イル ランド，ルーマニア

松 山　利夫　助教授 （第 １研究部）　 ５９・ ７・ ９　 　５９・１１・１７　 　 オース トラリア

小 山　修三　助教授 （第 ４研究部）　 ５９・ ７・ ９　　 ５９・ １１・１７　　 オース トラ リア

黒 田　 悦子　助教授 （第 ４研究部）　 ５９。 ７・１５　 ５９・ １０・１２　　　カナダ

藤 井　知昭　教　授 （第 ２研究部 ）　 ５９， ７・１８　 ５９． ９．１０　　　ネパール， イ ンド

須藤　健一　助　手 （第 ４研究部 ）　 ５９。 ７・２６　 ５９．１１． ３　　 　 アメ リカ合衆国 （グァム，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ ワイ）， ミクロ ネ シ ァ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 連邦

周　　達生　助 教授 （第 １研究部 ）　 ５９． ８． ３　　 ５９． ８． ８　　　 タイ

松原　正ｉ毅　助教授 （第 ２研究部）　 ５９・ ８・ ５　　 ５９・ ８・２１　　　 中華人民共和国

梅棹　忠夫　館　長　　　　　　　　５９・ ８・ ６　　 ５９・ ８・１９　　 中華人民共和国

栗田　靖之　助教授 （第 ２研究部）　 ５９・ ８・ ７　　 ５９・ ８・２１　　　中華人 民共和国

小川　　了　 助教授 （第 ３研究部）　 ５９・ ８・ ８　　 ６０・ ２・２８　　 フランス，セネガル

江 ロ　ー久 助教授 （第 ３研究部）　 ５９・ ８・１３　 ５９・ ９・ ３　 　 カナダ

加藤　九詐　教　授 （第 ４研究部）　 ５９・ ８・１４　 ５９・ ８・２８　　　ソビエ ト連邦

田辺 繁 治　助教授 （第 ２研究部）　 ５９・ ８・２０　 ５９・ ８・３０　 　 タイ王国

吉田　 集而　助教授 （第 ２研究部）　 ５９・ ８・２０　 ５９・１１・２８　　 パ プアニ ューギニァ

永 ノ尾信悟 助 手 （第 ２研究部）　５９・ ８・２２ 　 ５９・１１・ ４ 　 　ス リランカ，イ ン ド

森田　恒 之　助教授 （第 ５研究部）　 ５９・ ８・３１　 ５９・ ９・３０　　　フ ランス，デ ンマーク，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノル ウェー

大森　康宏　助　手 （第 ３研究部）　 ５９・ ９・２１　 ５９・１０・ ３　 　　 エジプ ト，ギ リシア， フ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ランス

和田　 正平　助教授 （第 ３研究部）　 ５９．１０・ １　　 ６０・ １・２３　　 フ ランス，マ リ， トーゴ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ ジェール，ベニ ン， カ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メルー ン， コー トジボア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーノレ

松澤　員子　助教授 （第 ２研究部）　 ５９・ １０・ １　　 ６０・ １・２９　　　 台湾

江 ロ　ー 久　助教授 （第 ３研究部）　 ５９・１０・ １　　 ６０・ ３・１１　　 フランス， マ リ， コー ト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ジボアール，ベニ ン， ト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーゴ，ガボン，カメルー ン

９１７
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杉村　　棟 　助教授 （第 ２研究部）　 ５９・１０・ ２　　 ５９・１０・２１　　　 トル コ

福井　勝義　助教授 （第 ３研究部）　 ５９・１０・２４　 ６０・ １・２４　 　 ケニア，エチオ ピア，ス

　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　 ーダ ン連合王国

守屋　　ｉ毅　助教授 （第 １研究部）　 ５９・１０・２６　　６０・ １・ ８　　　 アメ リカ合衆国

端　 　信行　助教授 （第 ３研究部）　 ５９・１１・ ２　　 ６０・ １・３１　　 フランス，カメル ーン，

　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　西 ドイツ

栗田　靖之 助教授 （第 ２研究部）　 ５９・ １１・１０　 ５９・１２・１７　 　 ブータン，イ ンド， ホン

　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　 コン

加藤　九酢　教　授 （第 ４研究部）　 ５９・１１・１２　 ５９・１２・ ８　　　 トル コ

石毛　直道　助教授 （第 ４研究部）　 ５９・１１・２０　 ６０・ ２・ ９　　　 タイ，バ ングラデシュ，

　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　 イ ン ド， ラオス

ケネス ・ラ ドル　助教授 （第 ５瞬究部 ）５９．１１．２０ ６０． ２． ９　　 　 タイ，バ ングラデシュ，

　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　 イ ンド， ラオス

周　　達生　助教授 （第 １研究部）　 ５９・１１・２６　 ５９・１２． ４　　　 タイ

秋道 智彌 助 手 （第 ２研究部）　５９・１１・２６　 ６０・ １・ ４ 　 　パ プァニ ューギニア， ソ

　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　 ロモ ン諸島，バヌッ ァ共

　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　和 国， ニューカ レ ドニア，

　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　 ブイジー

佐 々木高明　教　授 （第 ２研究部）　 ５９・ １１・２８　　５９．１２． ７　　　 中華人民共和国

松原　 正ｉ毅　助教授 （第 ２研究部）　 ５９・１１・２８　　 ５９・１２・ ７　　　 中華入民共和国

友枝　啓泰　助教授 （第 ４研究部）　 ５９・１２． ２　 　 ５９．１２．１６　　 メキ シコ

竹村　卓二　教　授 （第 １薪究部）　 ５９・１２・ ９　　 ５９・１２．２８　　 中華人民共和国，タイ

田辺 繁治 　助教授 （第 ２研究部）　 ５９・１２・１８　 ６０・ １・３１　 　 タイ

来館者抄

　 ７，月 ３日 　Ｓａｂａｈａｔｔｉｎ　ＴｕＲＫｏＧＬｕ （トル コ，

　 　　　　　 トプカプ宮殿博物館長）

　 　　 ６日　巫　協　寧

　 　　　　　胡　利　富

　 　　　　　蒋 　偉　倫

　 　　　　　 （中国，上海医学交流代表団）

　 　　１２日　 Ｔｉｂｏｒ　Ｓｅｋｅ辱

　 　　　　　 （ユーゴスラビア国立イ コム委

　 　　　　　員会理事）

　 　　２１日　 中国山東省文物視察団

　 　　　　　団長　劉　　　谷 （山東省文物

　 　　　　　　　 局副局長）

　 　　　　　団員 蒋 英 炬 （山東省博物

　 　　　　　　　 館副館長）

　 　　　　　　　 楊 子 範 （山東省文物

　 　　　　　　　 局文物考古所所長）

９１８

　　　　　　　 姜　一　轡 （山東省博物

　　　　　　　 館自然部副主任）

　　　　　　　 ｉ荊 南 松 （山東省外事

　　　　　　　 弁公室通訳）

　 ２３日　Ｍｕｈａｍｍａｄ　ＢＡｓｉＲ（インドネシ

　　　　 ア共和国，プドマン・ラヤット

　　　　 紙編集主幹）

　 ２３日　柴谷 篤弘 （オーストラリア

　　　　 ＣＳＩＲＯ分子生物学研究所）

８月３日　中国雲南省博物館青銅器展訪日

　　　　 代表団

　　　　 団長　高　徳　林 （雲南省文化

　　　　　　　 庁副庁長）

　　　　 団員 李 家 材 （雲南省博物

　　　　　　　 館副館長）

　　　　　　　 呉 連 峯 （雲南省旅遊

　　　　　　　 局通訳）



彙 報

　　　　　　　孫 太 初 （雲南省博物

　　　　　　　館研究部責任者）

　　　　　　　胡 振 東 （雲南省文化

　　　　　　　 庁文物所幹部文物研究員）

　　　　　　　 高 宗 裕 （雲南省博物

　　　　　　　 館陳列部副主任）

　　　　　　　 閾　　　勇 （雲南省博物

　　　　　　　 館文物研究員）

　 ４日 玄 平 孝 （大韓民国，済州大

　　　　 学校総長）

　 ５日　和　興　革

　　　　 李　振　洪

　　　　 祝　揚　之

　　　　 愈　文　虎

　　　　 周　時　智

　　　　 顧　士　明

　　　　 曾　金　璽

　　　　　（中国，内蒙古土木建築学会考

　　　　 察団）

　 ２３日　手塚　　晃 （埼玉大学教授）

　 ３０日　Ｙｏｌａｎｄａ　Ｒゑｍｉｒｅｚ　ＰＲＡＤｏ（コロ

　　　　 ンビア，企画庁技術協力局社会

　　　　　・保険教育担当課長）

　 ３１日 王 大 道 （中国 雲南省博物

　　　　 館文物考古研究人員）

　　　　 鄭 名 垂 （中国，雲南省博物

　　　　 館文物展覧総体設計人員）

　　　　 陳　建　軍 （中国，雲南省入民

　　　　 政府外事弁公室）

９月１３日　森崎　久寿 （アジア経済研究所

　　　　 長）

　 １４日　第１１回日米記者交換計画に基づ

　　　　　く米国記者団

　　　　 Ａｎｄｒｅｗ　Ｊ．　ＤＡＢｉＬｌｓ（ｕＰＩ通信

　　　　 社ニューイングランド地区編集

　　　　　主幹）

　　　　　Ｃｈｒｉｓ　ＤＩＧＫｏＮ（ＷＨＲＯテレビ

　　　　　制作局長）

　　　　 Ｊｏｈｎ　ＬＡＮＧ（ＵＳニューズ・ア

　　　　　ンド・ワールド・リポート誌編

　　　　　集総務）

　　 Ｊｏａｎ　ＭＯＷＥＲ （ＡＰ通信社国内

　　　ニュース担 当記者）

　　 Ｔｅｒｅｎｃｅ　ＮＥＩＬＡＮ（ニ ュー ヨーク

　　　 ・タイムズ紙外報部次長）

　　　Ｃｈａｒｌｅｓ　ＮｏｖｌＴｚ （ＮＢＣ ニ ユー

　　　ズ社 ナイ ト・ニ ューズ担当部長）

　　　Ｃａｒｒｉｃｋ　ＰＡＴＴＥＲｓｏＮ （アーカ ン

　　　ソー ・ギ ヤゼ ット紙編集主幹）

　　 Ｊｏｈｎ　ＴＯＲＩＮｕｓ（ミル ウォーキー

　　　 ・セ ンティネル紙経済編集局長）

　　　Ｃｈｒｉｓ　ＷＡＤＤＬＥ （アニス トン ・

　　　ス ター紙編集局長）

　　　Ｅｒｎｉｅ　ＦＯＲＤ （ＫＳＬ テ レビ報道

　　　部長）

１７日　カナダ，ニ ュ・一一ジーラン ド， オ

　　　ス トラリア，マ レーシア中学高

　　　等教員一行

１８日　 永井　道雄 （国連大学長特別顧

　　　問）

　　　河合　隼雄 （京都大学教育学部

　　　教授）

　　　 ドナル ド・キー ン （アメ リカ合

　　　衆国， コロンビア大学教授 ）

　　　源　　了圓 （国際基督教大学教

　　　授）

１９日　 岡田　 節入（京都大学理学部教 授）

２１日　 沈　迫　飛

　　　 王　海　華

　　　 銭　志　文

　　　 （中国科学 院 コンピュータ関係

　　　 専門家一行 ）

　　　 エ ドガル ド・ア ンガ ラ夫 妻（フ ィ

　　　 リピン大学総長夫妻）

２２日　 丁　義　忠

　　　 王　維 　達

　　　　（中国，上海博物館）

２４日　 中国雲南少数民族芸術団

　　　 団長 郭　兆 　華 （雲南省文化

　　　　　　 庁庁 長）

　　　 秘書 ・通訳　周　東　亮 （文化

　　　　　　 部対外連 絡局）

　　　　　　　 　　　　　　　　 ９１９



　 　 　 　 団員 劉 　 　寅 （昆明歌舞ｉ団）

　 　 　 　 　 　 襲　啓 　森 （雲南省歌舞

　 　 　 　 　 　 団）

　 　 　 　 　 　 襲　全　国 （雲南徳宏州

　 　 　 　 　 　 歌舞団）

　 　 　 　 　 　 李 祥 之 （雲南紅河州

　 　 　 　 　 　 歌舞団）

　 　 　 　 　 　 普　蓮　紅 （雲南石林演

　 　 　 　 　 　 出隊）

　 　 　 　 　 　 普 玉 珍 （雲南石林演

　 　 　 　 　 　 出隊）

　 　 　 　 　 　 文　　　遅 （中国人民共

　 　 　 　 　 　 和国駐大阪公使総領事）

　 　 ２９日　 中国全国青連団

　 　 　 　 団長 劉 再 復 （中国全国青

　 　 　 　 　 　 年連合会常務委員 ・中国

　 　 　 　 　 　 社会科学院文学研究所魯

　 　 　 　 迅研究室副主任）

　 　 　 　 団員 阿 　 　 嘉

　 　 　 　 　 　 王 迎 春

　 　 　 　 　 　 張 希 欽

　 　 　 　 　 　鄧 玉 芳

１０月 ２日　Ｊｕｌｉｏ　ｃｅｓａｒ　ＧＡＮｃＥＤｏ （アルゼ

　 　 　 　 ンチン， ラテ ンアメ リカ文化審

　 　 　 　 議会会長，南米美術館協会会長）

１０月 ４日　 Ｈａａｓ　ＭＡＮＮＤｏＲＦ （オース トリ

　 　 　 　 ア，オ ース トリア国立民族学博

　 　 　 　 物館長）

　 　 １２日　 Ｍａｒｃｉｏ　ＶＩＬＬＡｓ　ＢｏＡｓ（ブラジル，

　 　 　 　 ブ ラジ リア連邦大学建築 ・都市

　 　 　 　 計画学部長）

　 　 １３Ｅｉ　 ＡｋｅＤＡＵＮ夫妻 （スウェーデ ン，

　 　 　 　 ス トックホル ム大学教授）

　 　 １５日 李 昆 声

　 　 　 　 王 玉 貫

　 　 　 　 周 　 　 紅

　 　 　 　 （中国，雲南省博物館）

　 　 １６日 圧 慶 正

　 　 　 　馮 衛 斌

　 　 　 　 （中国，上海博物館）

　 　 ２５日 田 　 　 兵
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　　　　　燕　　　宝

　　　　　楊　国　仁

　　　　　李　　　朝

　　　　　 （中国，中国民間文芸研究会貴

　　　　　州分会），

　　　　　荒尾　正浩（国立国会図書館長）

　　２６日　ＳｔｅｆＥ　ＳＣＨＭＩＤＴ　（西 ドイッ，西

　　　　　ドィッ国立東洋美術館副館長）

１１月１日　中国科学院学術交流代表団

　　　　　　岳　致　中 （中国科学院副秘

　　　　　　書長）

　　　　　　戴 以 夫 （中国科学院弁公

　　　　　　庁副主任）

　　　　　　郭 尚 平 （中国科学院蘭州

　　　　　　分院院長）

　　　　　　李 天 仇 （中国科学院長春

　　　　　　分院副院長）

　　　　　　呉 永 栄 （中国科学院南京

　　　　　　分院副院長）

　　　　　　呉　守　賢 （中国科学院西安

　　　　　　分院副院長）

　　　　　　萬 鐘 漢 （中国科学院上海

　　　　　　分院外事弁公室副主任）

　　　　　　柳 修 彰 （中国科学院外事

　　　　　　局職員）

　　２日　Ａｄａｍ　ＷＥＩＮＢＥＲＧ （アメリカ合

　　　　　衆国，ミネアポリス公立博物館

　　　　　教育部長）

　　 ４日 劉 開 渠， 薦 迫

　　　　　王 鴻 勤 （中国，中国美術館）

　　 ５日　中国四川文化科学考察団

　　　　　団長 単 基 夫 （四川省対外

　　　　　　　　友好協会副会長）

　　　　　団員 宋 錫 仁 （四川省哲学

　　　　　　　　社会科学学会連合会副主

　　　　　　　　席）

　　　　　　　　朱 乗 璋 （四川省文物

　　　　　　　　管理委員会弁公室主任）

　　　　　　　　頁 智 華 （四川省科学

　　　　　　　　技術委員会成果所所長）

　　　　　　　　楊　　　洪 （四川省科学
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　　　　　　　　技術センター通訳）

　　８日 Ｄｅｎｉｓ　ＶＡＲＬｏｏＴ （フランス，国

　　　　　民教育省図書館 ・博物館・科学

　　　　　技術情報局長）

　　２１日　Ｇｅｏｒｇｅｓ　Ｌ．　ＣｏＮＤｏＭＩＮＡｓ　（フラ

　　　　　ンス，東アジア文献 ・研究セン

　　　　　ター所長）

　　３０日　第２回日中友好交流会議代表団

　　　　　副団長 李　寿　藻 （中国人民

　　　　　　　　　対外友好協会上海市分

　　　　　　　　　会副会長）

　　　　　団　員　王　伯　興 （中国人局

　　　　　　　　　対外友好協会河南省分

　　　　　　　　 会副会長）

　　　　　　　　　甘　　　楡 （中国人民

　　　　　　　　　対外友好協会北京市分

　　　　　　　　　会常任理事）

　　　　　　　　　郭　　　敏 （中国人民

　　　　　　　　　対外友好協会天津市分

　　　　　　　　　会秘書長）

　　　　　　　　　馬　　　勇 （中国人民

　　　　　　　　　対外友好協会桂林市分

　　　　　　　　　会副会長）

　　　　　　　　　鄭　民　欽 （中日友好

　　　　　　　　　協会職員）

１２．月７日 王 幼 麟 （中国，四川省文化

　　　　　庁副庁長）

　　　　　宋 之 正 （文物幹部）

　　　　　頁　　　克 （四川省博物館副館

　　　　　　　　　長）

　　　　　中国人民対外友好協会代表団

　　　　　団長 費 孝 通 （中国人民政

　　　　　　　　治協商会議全国委員会副

　　　　　　　　主席，中国社会科学院社

　　　　　　　　会学研究所名誉所長，中

　　　　　　　　国社会学研究会会長）

　 　 団員 張 君 秋，謝 鉄 驕

　 　 　 　 浩 　 　 然，溜 乃 谷

　 　 　 　 張　和 　平，劉　子 　敬

　 　 　 　 郡 維 堅

８日　 中国内蒙古自治区青年連合会 ウ

　 　 ランチウム訪 日代表団

　 　 団長 葛 　継 　善 （内蒙古青年

　 　 　 　 連合会主席）

　 　 団員 劉 雲 山，莫 嘉 榔

　 　 　 　 海 　 　 青，李 　 　 斌

　 　 　 　 拉 蘇 栄，李 　 　 鎮

　 　 　 　 金 　 　 花，杜 　 　 鷹

　 　 　 　 李 　 　 洪， 巴 徳 聴

　 　 　 　 阿　赫　塔 ，阿拉坦其其格

　 　 　 　 達 日 罵 ，巴 　 　 図

　 　 　 　 敷登格 日楽

９日　 Ｄｒ・　Ｆｒｉｔｓ　Ｖｏｓ（オ ランダ，国立

　 　 ライデ ン大学名誉教授）

１０日　Ｐｅｇｇｙ　Ａｎｎ　ＬｏＡＲ （アメ リカ合

　 　 衆国， ス ミソニ アン ・イ ンステ

　 　 ィテ ユーシ ョン巡回展示部長）

１１日　 Ｄａｖｉｄ　ＪｏＨＮｓＴｏＮ，　ｓｈａｒｏｎ

　 　 ＪＯＨＮＳＴＯＮ　 （カナダ， マギール

　 　 大学長夫妻），

　 　 Ｆｕｍｉｋｏ　Ｉ．　ＳＭＩＴＨ　（マギール大

　 　 学 日本研究所長）

１３日　 姜斗植夫妻 （韓国， ソウル大学

　 　 校人文学部長）

１７日　Ｒｉｃｈａｒｄ　Ｌａｗｒｅｎｃｅ

　 　 　 ＢＡＲ－ＴＨＯＬＯＭＥＷ （イ ンド，イ

　 　 ン ド国立美術 アカデ ミー事務局

　 　 長）

１８日 江 家 福 （中国，広西民族学

　 　 院長）

１９日　石 田　 　寛 （広 島大 学 名 誉 教

　 　 授）
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国立民族学博物館研究報告寄稿要項

１．国立民族学博物館研究報告は，民族学 （文化人類学） に関す る論文，資料 ・研究 ノー ト，調

査研究活動報告等を掲載 ・発表することによ り，民族学 （文化人類学 ）の発展 に寄与する もの

　であ る。

２．国立民族学博物館研究報告 に寄稿することがで きる者 は，次の とお りとする。

（１） 国立民族学博物 館 （以下 「本館」 という。）の教 官 （客 員教授等を含む。）及び本館の組織，

　　運営 に関与す る者

（２） 本館が受 け入れた各種研究員及び研究協力者

㈲　その他本館 において適 当と認めた者

３．原稿を寄稿す る場合は，論文，資料 ・研究 ノー ト，調査研究活動報告等 のうち，いずれであ

　るかをその表紙 に明記するもの とす る。なお， この区分 についての最終的な調整 は，国立民族

学博物館研究報告編集委員会 （以下 「編集委 員会」 とい う。） において行 う。（編集す る場合 は，

原則 として論文及 び資料 ・珊究 ノー トを １段組，その他 の ものを ２段組 として取 り扱 う。）

４．原稿執筆 にお ける使用言語 は， 日本語，英語， フランス語， スペ イン語 ，ロ シア語，中国語

及び ドイツ語 のうちいずれを用 いて も差 し支 えない。ただ し，その他の言語を用いる場合は，

編集委 員会 に相談す るもの とす る。

５．特殊な文字 ，記号，印刷方法等が必要な場合は，編集委員会に相談す るもの とす る。

６．寄稿す る原稿が論文で， 日本語を使用す る場合 は，原則 として英文 により ５００語程度の要 旨

を付 けるもの とし，その他の言語 による論文の場合 は，編集委 員会 に相談す るもの とす る。な

お，寄稿す る原稿 については，執筆者名の ローマ字表記及び原 稿表題の英文を付記 しなければ

　な らない。

７．寄稿す る原稿の枚数 は，原則 と して制限 しない。ただ し，編集す る場合 は編集委員会の判断

　により，紙数等の関係か ら分割 して掲載す ることがある。

＆ 寄稿す る原稿は，必ず清書 （欧文 の場合はタイプ） し，原稿の写 し１部を添付する もの とす

　 る。なお，図，表のス ミ入れ， レタ リングは，編集委員会で処理す る。

９．寄稿 された原稿 は，審査委 員会にお いて審査の うえ，採否を決定する。 なお，原稿は，採否

　 にかかわ らず原則 として返却 しない。

１０。稿料の支払い，掲載料 の徴収 は行わない。

１１．原稿 の執筆 に当 っては，別 に定める 「国立民族学 博物館研究報告執筆要ｗａ－１による。

１２．原稿の寄稿先及び連絡先は，次の とお りとす る。

　　　 〒５６５ 大阪府吹田市千里　万博公 園１０－１

　　　　　　　国立民族学博物 館内

　　　　　　　国立民族学博物館研究報告編 集委 員会 （電話 代表 ０６－８７６－２１５１）
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国立民族学博物館研究報告執筆要領

１．原稿は，２００字詰原稿用紙を使用 し，横書 きとす る。

２．原稿は，図，表を除き，原則 として黒イ ンクを使用する。

３・ 日本語 を使用 して執筆 する場合は，原則と して 当用漢字，現代かなつかいを用い る。

４．句読点，括弧，各種記号等 は，原則と して原稿用紙 のマス目 １字分の扱いをす る。

５・原稿 中の年号，月 日及び その他の数字 は，原則 としてアラビア数字を用 いる。なお，年号 は，

　原則 として西暦 とす る。

６．図及び表は，一図，一表 ごとに別紙に書 き，本文 とは別 に一括 して添付す るもの とす る。 な

　お，図，表 ごとに通 し番号 （「図 １」，「表 １」等の要領 により記入），図，表名及び説明並 びに

　出典等 を記 し，本文原稿の欄外には，それぞれのそ う入箇所を指定す るものとす る。

７・写真は，写 りの明瞭な もので，手札判以上の大 きさに焼 き付 けた ものに限 り，図及び表の扱

　いに準 じて通 し番号，説明を付けた うえ， そう入箇所 を指定す るもの とする。ただ し，カ ラー

写真は，原則 と して受け付 けない。

＆ 本文又は脚注 において文献を指示する場合 は， カギ括弧を付 け，著者 名，文献刊行年次， 引

　用ペ ージ数の順 に下記の例に従 って記載 す る。

　　［柳田 １９４２：６７－６９ユ

　　［Ｌｅａｃｈ　１９６１：１２３］

　　［棚 田　１９４２＝６７－６９，１９４４：２０－２２；Ｌｅａｃｈ　１９６１：１２３］

　ただ し，同年次刊行物 の場合 は，アル ファベ ッ ト順によ り，下記の ように記載するもの とする。

　　［柳 田 １９４２ａ二２０－２２ユ ［柳田 １９４２ｂ：１０］

黛 脚注は，一つ一つ別紙 に記 し，通 し番 号を付け る。なお，本文中に脚注をそう入す る箇所に

　は，脚注の当該番号を記入 し， 別紙の脚注には，本文のペー ジ数を明記す るものとす る。

１０．本文及び脚注 において参 照 した文献は，すべて原稿の末尾にまとめて下記 の方法によ り記入

　する。

　（１） 文献の配列 は，著者名のアルフ ァベ ッ ト順とす ること。

　（２） 文献の記載 は，著者名，年号，論題 （タイ トル），誌名，巻，号 ，出版社 名の順 とす ること。

　　欧文の雑誌名及び単行本 名は， イタ リック体 にす るため，原稿 には下線を引 くこと。また，

　　ローマ字人名 は，スモール ・キ ャピタル とす るため，二 重下線を引 き， 日本文の場合 は，論

　　題にカギ括弧，雑誌名及び単行本名に二重のカギ括弧を付けること。雑誌の巻数及び号数は，

　　原則 と してア ラビア数字を用いること。

　　（例）

　　　論文の場合　（１）

　　　　石 田英一郎

　　　　　　１９４８ 「文化史的民 族学成立の基本問題 」『民族学硯究』　１３（４）：３１１－３３０。

Bohannan, P. 

   1973 Rethinking Culture: A Project for Current Anthropologist. Current 

        Anthropology  14(4): 357-372.

論文の場合　（２）

　杉浦　健一

　 　　１９４２ 「民間信仰の話」　柳田国男編 ｒ日本民俗学研究』 岩波書店，ｐｐ・１１７－１４ｒ３。
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Leach, Edmund 

   1964 Anthropological Aspects of Language: Animal Categories and Verbal Abuse. 

        In Eric H. Lennenberg (ed.), New Directions in the Study of Language, 

         The M. I. T. Press,  pp. 23-63.

単行本の場 合

　泉　　靖一

　　 　１９６６ ｒ文明を もった生物』　日本放送出版協会。

Murdock, George P. (ed.) 

   1960 Social Structure in Southeast Asia. Viking Fund Publications in Anthro-

         pology No. 29, Wenner-Gren Foundation for Anthropological Research, Inc.

翻訳書の場合

　エ リアーデ，Ｍ．

　　　 １９７４ 『シャーマニズムー 古代的エ クス タシー技術一 』 堀　一郎訳　冬 樹社。

van Gennep, Arnold 

   1960 The Rites of Passage. M. B. Vizedom and G. L. Caffee, trans., The Uni-

        versity of Chicago Press.
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